（法第２８条第１項関係）
２０２０年度事業報告書
２０２０年３月１日～２０２１年２月２８日
特定非営利活動法人京都教育サポートセンター
１　事業の成果
当所の事業期間は2月末が決算であるのでそこまでの事業報告である。したがって、今般の新型コロナ感染拡大による影響が反映されていないことを記述する。
　当法人は、設立１９年目の事業年度を迎え、1年間活動した。２０２０年年始から新型コロナ感染拡大による社会情勢の変化から、２０２０年度は年度初めの３月から当所の運営状態・活動内容など様々に影響を受けた１年となった。しかし、このコロナ禍の中で頑張って進学をしたものが５名（大学進学３名・専門学校１名・支援学校進学１名）いたことはとても良かったことであった。
　まず、今年度は２度大きな休業をした。１度目は４月１８日から５月１０日まで国の緊急事態宣言による京都府からの休業要請に協力しての休業である。しかし、緊急事態宣言は５月３１日までであったが、当所が１００㎡未満の事業所であったことと、当所に通う利用者の中には特性要素・精神要素から自宅に自粛が難しいタイプがいることもあって５月１２日より居場所事業は再開した。２度目は新型コロナ感染対策を強化するために京都府からの補助金を受けて台所やトイレなどの水回りの整備を行い工事期間中（１１月２２日～１２月８日）休業をした。男子の使用するトイレが和式だったものがようやく洋式に変更することができ、大きく水回りが改善され、衛生環境が良くなった。
　活動内容については、現在当所は大きく分けて５つの活動を実施している。それは「学習支援」「居場所提供」「「歩プロジェクト（フリースクール活動）」「家庭派遣・家庭教師」「広報・各種相談」である。２０２０年度もこの活動を中心に実施した。以下に実施した活動内容を記述する。
これも新型コロナ感染拡大の社会情勢に影響を受けて「歩プロジェクト」（フリースクール事業）が大きく活動の縮小を余儀なくされた。結果的には４月からお盆までと２度目の緊急事態宣言の影響で１月～年度末まではイベントを一切できず、その他の期間でもコロナ感染対策を施しながらできそうなイベントだけの実施となった。
　「居場所提供」では、この新型コロナ感染拡大の社会状況の中で、利用者は波の上下はありながらも、なんとか日々の生活をし、それぞれの課題に取り組んでいけたことは当所の活動の意義を感じられた。コロナ禍で利用者にとって人との関わりが少なかった中で、当所のスタッフとの関りは貴重な時間となった。
　「家庭教師・家庭派遣」はまだ通うことに対しては抵抗がある状態の方に対して訪問による相談活動・家庭教師活動を実施した。２０２０年度は３名の訪問活動を実施した。また、今年度京都府による「ひきこもり状態にある者のための社会参加支援事業」の補助金をいただき、訪問活動・面談や電話による相談・一部日程の居場所提供を対象者に対して無償で行うという活動を実施した。
　「広報・各種相談」は年間を通じて不登校・ひきこもり・学校中退・進路・発達障害などの相談に随時応対してきた。広報においては新型コロナ感染による収支の厳しさもあって紙媒体での機関紙の発行を中止し、ホームページ上に機関紙を無料公開する形式とした。またホームページ・ブログ・Facebook・Twitter・Instagramなどの媒体を使った２０２０年度であった。今後もこの形式で広報を行っていくこととする。
収支について記載する。２０２０年度は新型コロナ感染拡大による休業や自粛の流れの中で新規の問い合わせ・新規の利用者が相当数減少した。しかし、２０２０年度は様々な給付金や補助金を取得したことにより、黒字で終了したが、自主事業の収入は大幅な減少となっている。このことから今年度に大きく収支に影響していくと思われる。したがって、今年度に広報を強化し、改善を図っていくことが必要である。２０２１年度は相談や訪問を強化して、収支の改善を図っていきたい。
２　事業の実施に関する事項
　(1) 特定非営利活動に係る事業
	事業名
	事　業　内　容
	実施
日時
	実施
場所
	従事者

の人数
	受益対象者
の範囲及び
人　　　数
	支出額
(千円)

	不登校等の青少年に対する総合的な学習支援事業
	· 不登校の状態で学力不振の状態にある生徒等に対する学習指導の教室設置および運営

· 不登校の状態にある生徒等に対する家庭学習指導員の派遣による訪問支援

· フリースペースを提供し、不登校等の状態にある生徒等に対して、自立した社会生活を目指すための総合支援活動


	随時

随時

毎週火曜日から土曜１１時～1８時


	事務所

京都府下

事務所


	３
２
２０

	生徒５
生徒３
生徒２５
外部２

	５６６４
事業合計

　



	不登校等の青少年の国際交流に関する事業
	· 外国人講師を招き外国文化の理解および英会話の学習支援を目指す「国際理解教室」
	実施できず


	事務所


	０


	現在実施できていない

	０



	不登校等の青少年に対するレクリエーション事業
	· ボーリング大会・合宿・映画鑑賞会・クリスマスパーティなどのイベントの実施
· フリーマーケット参加などの社会活動
・定期的実施のサークル的活動
総称して「歩プロジェクト」活動

	８月
９月
１０月
１１月
１２月

のみ
実施せず
実施せず
	事務所

京都府下


	１５

	生徒２５
外部３

	事業合計に含

	不登校等になった青少年に関する相談及び支援事業
	· 不登校等の状態にある生徒の保護者に対する相談

· 不登校等の状態にある生徒の保護者に対する相談会

・不登校・ひきこもりの状態にある若者に対する本人または保護者に対しての家庭訪問（相談）活動

・他団体などの主催による相談会等への参加
	随時

実施できず
随時
なし

	事務所

京都府下


	４
０
２

	保護者３０
０
本人３

	０

事業合計に含

0
事業合計に含
０

事業合計に含




